



Amino Acids Analysis of Wasp Larva Protein









































































































































































































水分含量 （％） 67．3 58．2
湿　重　量／個 （9） α33 0．94







タンパク質／個 （皿9） 50．4 213．2
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片桐・友竹・奥山：スズメバチ幼虫のタンパク質構成アミノ酸分析
質は生体量15．4～18．2％，脂肪2．3～3．7％，グ
リコーゲン0．41～0．75％，灰分2．17～3．02％，
水分70．2～77．0％，ビタミンとしてはAとD
が多いといわれている6！また，五訂食品成
分表による牛肉などの値とも，差は認められ
ず，食生活におけるタンパク質源としての価
値が確認できた．
2．アミノ酸組成
　6N塩酸加水分解法による標準アミノ酸分
析チャートを図1に示した．ハチの子の含有
タンパク質の構成アミノ酸組成成分は，6N
塩酸加水分解法のみでは，メチオニン，シス
チンにっいての正確な分析値が得られないと
考えられた．そこでこれらのアミノ酸にっい
ては、過ギ酸酸化法を併用した．図2，3は
標準物質としてシステイン酸およびメチオニ
ンスルホンをチャート上に示したものである．
同方法によるクロスズメバチおよびキイロス
ズメバチ幼虫の分析チャートから求めたアミ
ノ酸組成を表2に示した．クロスズメバチ幼
表2　スズメバチ幼虫のアミノ酸組成
　　　　　　　　　　　　％（W／W）
クロスズメバチ キイロスズメバチ
Asp 9．0 8．1
Thr 4．2 4．3
Ser 4．1 40
Glu 15．0 14．2
Gly 5．8 6．8
Ala 5．2 5．7
Cys 1．0 1．2
Val 5．5 6．1
Met 1．8 1．6
Ile 4．6 4．7
Leu 7．6 7．6
Tyr 6．5 5．0
Phe 3．9 3．7
Lys 6．4 7．1
His 3．0 2．9
Arg 5．0 5．6
Pro 11．2 11．2
虫のタンパク質中にはグルタミン酸含有量が
最も高く，全アミノ酸の14．9％を占あ，次い
で，プロリンの11．2％であった．また，少な
いものではシスチンの1．0％であった．
　これらの分析値はクロスズメバチおよびキ
イロスズメバチ幼虫のアミノ酸組成を求めた
ものであり，他の試料と比較し，特徴を明ら
かにすることは難しいが，グルタミン酸組成
《●v）
60
50
40
3e
20
10
（■v）
300
250
200
15e
100
50
0　　　　　 5　　　　　 10　　　　　15　　　　　20　　　　　25　　　　　30
　　　　　　　保持時筒 （●in）
図1　全アミノ酸分析チャート（標準品）
051015202530　　　　　　　　像椅時田（●in）
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比率がクロスズメバチ14．9％，キイロスズメバ
チ13．9％と高率であった．次いでプロリン11．2
％，11．0％が高い値であった．
　タンパク質の栄養学的評価法の一っである
アミノ酸スコアを図4－7に示した．
　スズメバチ幼虫の全窒素1g当りのアミノ
酸組成値（％）を用い，スコア算定方法は試
料の各必須アミノ酸含有量（㎎／gN）をそれ
ぞれ1985年（2～5歳）と1973年のアミノ酸評
定パタンの各アミノ酸（㎎／gN）の値で割っ
て％で表示した．なお厚生労働省は食品成分
の規定基準などにおいて1985年のパタンを用
いている．
　1973年パタンによるクロスズメバチ幼虫の
アミノ酸スコアは，第一制限アミノ酸である
　　　　　　　クロスズメバチ
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図5　1985FAO／WHO／UNAパターン
　　　（2～5歳）によるアミノ酸価
含硫アミノ酸のアミノ酸価が最低値であるこ
とから75となった．なお，その他の対象アミ
ノ酸値は99～162の間にあり，いずれも良質
のタンパク質であることを示している．
　1985年パタンを基準にした値ではアミノ酸
スコアは100となった．算出値は含硫アミノ
酸の104が最低値でその他のアミノ酸値は芳
香属アミノ酸の158までの間にあった．
　キイロスズメバチ幼虫において，1973年パ
タンを基準にしてアミノ酸スコアを求めると，
クロスズメバチ同様，含硫アミノ酸が第一制
限アミノ酸となり，77を示した．その他のア
ミノ酸値は103～138の間になった．1985年パ
タンによる，アミノ酸スコアは，含硫アミノ
酸の104が最低値であった．その結果，アミ
ノ酸スコアは100であった．他のアミノ酸の
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スコア計算値は105～158の間にあり，肉類等，
動物性タンパク質と変わらない良質のタンパ
ク質としてのアミノ酸組成であることが明ら
かになった．
　育ち盛りのスズメバチ幼虫はタンパク質，
炭水化物，脂質，ビタミン，ミネラルなどを
自然状態では川魚，カエル（クロスズメバチ
の蜂追いに使う）や他の昆虫，魚介類など動
物を肉団子にしたもの，花の蜜や樹液などの
糖，ミネラルなどを含有するものを親蜂から
得ている．野中はスズメバチ幼虫のタンパク
質含有率は，タンパク質と脂肪の含有比率，
幼虫と成虫，働き蜂か雄蜂か女王蜂で，体成
分量に変化がみられると推論している7！
　また，食用昆虫のアミノ酸組成については，
田崎のイナゴにっいての資料があり，これに
よると，リジン，ヒスチジンが多く，シスチ
ン，チロシン，トリプトファンが少ないとし
ている8）しかし，昆虫としての種，食性，生
育ステージが異なるので，単純に比較するこ
とはできない．今後の課題としたい．
　今後，他種の食用昆虫とのタンパク質構成
アミノ酸の比較およびスズメバチ幼虫のタン
パク質およびペプチド類の化学的および生理
的特性に注目して研究を進める予定である．
文 献
1）松浦誠1スズメバチは何故刺すか，北海
　道大学図書館刊行会，北海道，1995，p．7．
2）松浦誠：スズメバチを食べる，北海道大
　学図書館刊行会，北海道，2002，p．83．
3）「日本の食生活全集長野」編集委員会代
　表向山稚重：聞き書・長野の食事，農
　　山漁村文化協会，東京，1986，p．163．
4）前掲スズメバチを食べる，p．53．
5）新食品分析法編集委員会：新食品法，光
　琳，東京，1996，p．493．
6）三橋淳：地域資源活用・食品加工総覧第
　　12巻，農山漁村文化協会，東京，2003，
　p．282．
7）前掲，スズメバチを食べる，p．148．
8）前掲，地域資源活用・食品加工総覧第12
　　巻，p．265．
一　72一
